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避難・防災訓練は9月 12日 〔土〕
声をかけ含って、安否確認をして、皆で参加しましょう。

今回の会報特集は防災会の活動にお世話をお願いしている女性のメッセージです。

地域防災は自治会として重要な活動の一つ。担い手の女性たちに拍手を送りましょう。

防災の知恵シリーズ :今回は「子供たちのための防災」です。

曇 避難・防災訓練のご案内 :

すでにご案内の通り、下記の要領で第 5回片瀬山防災訓練を実施いたします。

日   1時 :9月 12日 (土) 9:00～ 12:00
場所と主催者 :片瀬中学校 (防災訓練場所) 片瀬山連合自治会 。片瀬山防災会
訓練項目1.避難訓練 (9:00～ 9:30):安否確認と近隣の状況把握し一時避難場所に集合
2.防災訓練 (9:40～ 12:00)(片瀬中学校で実施)

訓練を繰り返すことが、あなたの生命を救います。みんなで参加しましょう。 (防災訓練リ
ーダー:筑摩顕太郎)

墨 思いやりの心 :

先日、近隣ネットのアンケー トをとるために、私が班長を務める31世帯のお宅を

1軒 1軒訪問しました。気づけば、班長になって早や 3ヶ 月。

だいぶ顔も覚えていただき、春先の自治会費回収の時には伺えなかったであろうお話

もいろいろ聞くことができました。これぞまさにご近所さんとの
つながり、すなわち

近隣ネッ卜なのでしよう。自治会や防災会に参加し急に忙しくな
った私を、

家族がしっかリサポートしてくれています。人を思いやる心は、感謝
の気持ちから起こるものなのだな、

としみじみ感じる今日この頃です。 (1丁 目 板倉 明子)

曇 二丁目に合った近隣ネット作り :

私が防災会を意識しましたのは、四月に自治会の役員にな

会長職に常任幹事と言う役目がしっかりと組み込まれて
いたのです。

今まで心掛けていた事と言えば、 日分の水と食料、家具
に転倒防止器具、以前自治会か

ら配られたヘルメットが一つ位です。ところが、四月からは 丁目
全体の防災を考えなけ

ればならないプレッシャーに襲われました。四ヶ月が過ぎ今
では私達の代で出来る事を少

しずつ始め、次の役員さんに引き継いで頂き、気負う事を
止めました。しかし人月中には防災倉庫が設置さ

れ、その中 |こ機材も揃える事となりました。これからは
丁 目に合った近隣ネット作りを、皆様のご協力を

得て作って行きたいと思います。 (2丁 目 青木美和子 )

った時でした。

曇 向う3軒両隣 :

下宿していた息子が「今度越してきた隣の人が挨拶
に来てくれたんだ。すごく感じ良

かったょ」、 10年たつて、その子が「隣のご夫婦から食
べきれないからって美味し

いりんごをもらったんだ。お母さん、北海道から何
か買つてきてくれない」、あの子

|

Il

.1

なりに良い隣人関係を築いていると安心した。

片瀬山に住んで40年近く、子育てをし、両親を見送り、良い隣人
に恵まれたことを

感謝 しっっ、ここを離れて行かれた方
々を思い出している。 3丁 目自治会長をお引き受けし早

と防災会を理解しつつある。
「近隣ネット」という言葉にも慣れてきた。

個人情報の流出が叫ばれる今日、用心は必要
だが、過剰になりすぎては先に進めない。大災害

は、ご近所が助け合って行政からの援助が届くま
での 3日 間を乗 り切らなければならない。

向こう3軒両隣の情報をもう少し拡大して、 3丁 目として、片瀬山
防災会として、災害弱者 (

5ヶ 月、やつ

が起きた時

一人暮らし高

齢者等々)が どこにお住まいかを把握することに 協力
いただきたい。 (3丁 目 片山美穂 )
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曇 防災を考えることについて :

7月 25日 、片瀬中学で行われた防災勉強会に初めて出席した。一番タメになったのは、
この学校にお子さんが通っていた女性のお話だった。その方にとつて、万一の災害は現実
的で身近な危機であり、中学での避難について情報もお持ちだった。比べて_勉強会の中
身の一部の、役所から提示された書類は込み入り、現実味の乏しい机上の空論のようだっ
た。ご立派で新しい校舎を出ると、校庭で学生が野球をしていた。大地震があれば、この
坂は崩れるらしい。この平和な光景も地獄絵図になるのか。。と思った。私には命に代えて
守るものは無く、厭世的だ。防災は、積極的に考えられる人に担当してほしい。 (4丁 目

曇 災いを災いで終わらせない鍵 :           ―

鈴木康予)

「崖の上のポニョ」を観た。大災害に見舞われた漁港の町の人達は、皆とても落ち着いて
おり、まるで防災のお手本のよう。どうしたらこんな風に動けるのだろうか ?やっぱり作
り話のアニメだから?実際の非常時になれば大人でさえ余裕を失い、こんなにお行儀良く
はしていられないだろうに。また、幼い主人公は海面に深く道路が沈んでしまっていても
しっかり目的地へ辿り着くのだが、現実の子供の大半は、ゲームや携帯の画面を見ながら、点と点を移動し
ているに過ぎない毎日だ。そこにちゃんとした道があっても、20分以上歩く距離や角を何個か曲がってし
まうと、毎日車で通っている道ですら自分一人で歩いて行くというのはすでに至難の業。災いを災いで終わ
らせない鍵は、どうもその辺の日常の過ごし方にあると思うが、防災に関して改めて思う事は、いざ非常
時、頭には防災ヘルメット、心にはラーメンどんぶりの蓋が必要だという事だ。 (片瀬山 N)

曇 防災倉機材の充実・防災倉庫の設置完了 :

dr.ロ

予てより計画しておりました防災機材の充実 。防災倉庫の設置は 8月 末日に片瀬山
全自治会ごとの公園に設置が完了し、住民に披露されました。
写真は北公園での 1-2丁 目の設置写真と「お披露日会」の風景です。
100人 を越える人たちが参加し、機材を倉庫から運び出して、機材の説明を受け、
操作体験をした後、夕涼み親睦会となりました。こんなに多くの人が公園に集まっ
て楽しく (真剣に)歓談できたのは始めての事ではないでしょぅか。両自治会長さ
んが「安全・安心」と「景観」を調和させた、公園の風景を壊さない防災倉庫設置
を推進されたことは、片瀬山防災会が常に先進的な取り組みを進めている証の一つ
と言えるのではないでしょぅか。 (防災機材整備リーダー・正田、広報担当 。仁科 )

曇 防災の知恵 :子供たちのための防災対策
子供達はどこで災害にあうかわかりません。一人で行動させては危険です。
日頃からいざということを想定して、良く話し合つておきましょう。
1.「地震だ !」 :まず、自分を守 りましょう。特に頭には気をつけて。
2。 「揺れがおさまったら」 :あわてないで、ょくまわりを見よう。
自分がどこにいるか確認しよう。いっしょにいる人は大丈夫 ?

3。 「大人と相談」 :助けが必要な時は、まず、大人を呼びましょう。
4。 「親と連絡」 :家族で連絡カー ド (電話、避難場所等)を作り普段から決めて
5。 「安全な場所で助けを待つ」 :一人では動かないで !   

― ‐ロロ田‐‐Di
親か大人と必ず行動しましょぅ。       =_____三 二

:

助けてくれる人がいない時、ケィサツに行きましょう。 重≡董∃匿要==
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おきましょう。
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編集後記 :最近、地震が起きていないと
思ったら発生。油断大敵です。一人ひとり
が、防災について、改めて、考えてくださ
い。 (編集委員 :鈴木、本澤、仁科)
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